
Ⅰ．背　景
　特別支援学校とは，「障害のある幼児児童生徒に対し
て，幼稚園，小学校，中学校又は高等学校に準ずる教育
を施すとともに，障がいによる学習上，または生活上の
困難を克服し自立をはかるために必要な知識技能を授け
ることを目的とする学校」（文部科学省，2020）である．
　この特別支援学校に在籍する児童生徒数は年々増加傾
向である．2000年は 9万 104人であったが， 2018年の
調査では 14万 3379人であった．児童生徒数は 2000年
の 1563万 5230人から 2018年には 1294万 9757人に減
少している．全国の児童生徒数は減少傾向にもかかわら
ず，特別支援学校に在籍する児童生徒数は増加傾向であ
るといえる（文部科学省，2018）．
　障がい児数の増加に伴い，障がいの重度・重複化，多
様化も進んでおり，一層きめ細やかな支援が求められて
いる（平成 24年版障害者白書，2012）．これらに対応す
るため，2005年に中央教育審議会は「特別支援教育を
推進するための制度の在り方について」を答申した．そ
こで，学校教育は障がい者の自立と社会参加を見通した
取り組みを含め，重要な役割を果たすことが求められた．
つまり，障がいの重度・重複化，多様化に応じた教育を
することが求められた．
　この答申に基づき 2007年に学校教育法が改正された．

この法改正により，盲学校，聾学校，養護学校が，障が
い種別を超えた特別支援学校に一本化され，学習障がい
（LD）や注意欠如多動性障がい（ADHD）等の発達障が
いのある児童生徒へのそれぞれの障がいに応じた教育に
ついても規定された．また，特別支援学校において「さ
まざまな障がい種に対応することができる体制づくり
や，学校間の連携などを一層進めていくことが重要であ
る」（文部科学省，2007）といわれており，特別支援教
育の推進が求められている．
　さらに，学校教育法第 74条では，特別支援学校は一
般校の要請に応じて障がいのある児童生徒に対しての助
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言や援助を行うことが定められている．1999年 3月の学
習指導要領では，「障害のある児童若しくは生徒または
その保護者に対して教育相談を行うなど，各学校の教師
の専門性や施設・設備を生かした地域における特殊教育
に関する相談のセンターとしての役割を果たすよう努め
ること」と規定され （文部科学省，1999），特別支援学校
教員の専門性の向上と特別支援学校のセンター的機能役
割が期待されている．特別支援学校教員の専門性の向上
は，特別支援学校養護教諭にも求められており，心と体
の健康の視点を優先して子どもを捉える養護教諭は，「特
別支援教育の推進にあたって．養護教諭は重要な役割を
担っている」（飯沼，岡田，2007）といわれている．
　一方で，養護教諭の職務は，特別支援学校では一般校
と同じ職務である．その養護教諭の職務は 9つある．①
学校保健情報の把握に関すること，②保健指導・保健学
習に関すること，③救急処置及び救急体制に関すること，
④健康相談活動に関すること，⑤健康診断・健康相談に
関すること，⑥学校環境衛生に関すること，⑦学校保健
に関する各種計画・活動及びそれらの運営への参画等に
関すること，⑧伝染病の予防に関すること，⑨保健室の
運営に関すること（文部科学省，2005）である．しかし，
障がいの重度・重複化，多様化が進む特別支援学校にお
いて，職務の具体的な内容や方法は一般校よりも特別支
援に関する専門性が求められると考えられる．松村，友
定（2014）は，「特別支援学校の養護教諭の職務につい
て知ることは，一般校における特別支援教育の推進や健
康観察・健康相談や健康診断などの学校保健活動の進め
方に関する養護教諭の役割について考える契機になる」
と述べており，特別支援学校養護教諭の特徴的な職務に
ついて明らかにすることの必要性が示されている．

Ⅱ．目　的
　本研究は，文献検討により特別支援学校養護教諭の職
務における特徴と課題を明らかにし，特別支援学校養護
教諭に求められる専門性についての示唆を得ることを目
的とした．

Ⅲ．用語の定義
　特別支援学校の対象障がい種：本研究では，視覚障が
い者，聴覚障がい者，知的障がい者，肢体不自由者また
は病弱者（身体虚弱者を含む．）とする．
　養護教諭：本研究では，特別支援学校の養護教諭とし，
勤務形態は限定しない．
　職務：文部科学省の定める 9つの職務とした．

Ⅳ．方　法
　2021年 6月 22日の時点で，「特別支援学校」「養護教
諭」「職務」をキーワードとして，医学中央雑誌（web版）
を用いて文献検索を行った．なお，研究対象は，学校教
育法の改正があった 2007～ 2020年に発表された原著論
文とした．その結果，原著論文は 3件であった．次に「特
別支援学校」「養護教諭」をキーワードとして検索した
結果，原著論文は 67件であった．同様に，CiNii Article
を用いて「特別支援学校」「養護教諭」「職務」と検索し
た結果，5件であった．次に，「特別支援学校」「養護教諭」
と検索した結果，71件であった．
　その後，内容を吟味し，特別支援学校の養護教諭を対
象としていない文献，重複している文献，文献検討，尺
度開発論文を除外したところ，39件の文献が分析対象
となった．抽出された文献を，研究方法別，養護教諭の
9つの職務別に分類後，研究の年次推移と研究内容を整
理した．その後，特別支援学校養護教諭の特徴と課題に
焦点をあて，研究内容を精読し，明らかにされているこ
とを整理し検討した．

Ⅴ．結　果
1．研究方法別の分類（図 1）
　研究方法は，質問紙調査 21件，インタビュー調査が
7件，実践報告が 9件，参加観察が 2件であり，質問紙
調査が最も多かった .
2．養護教諭の職務別分類（図 2）
　分析対象とした文献について，養護教諭の 9つの職務
に基づいて分類した結果，①学校保健情報の把握に関す
ること 4件，②保健指導・保健学習に関すること 8件，
③救急処置および救急体制に関すること 0件，④健康相
談活動に関すること 2件，⑤健康診断・健康相談に関す
ること 6件，⑥学校環境衛生に関すること 0件，⑦学校
保健に関する各種計画・活動およびそれらの運営への参
画等に関すること 0件，⑧伝染病の予防に関すること 0
件，⑨保健室の運営に関すること 1件，⑩その他 18件
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図 1　研究方法別の分類
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であった．その他の内訳は，医療的ケアに関する研究
10件，連携・コーディネーター役割に関する研究 4件，
家族支援に関する研究 2件，児童生徒への支援について
の研究 1件，視覚特別支援学校の養護教諭に関する研究
が 1件であった．
3．研究の年次推移と研究内容（図 3）
　検索対象は 2007年から 2020年の 13年間である．年
次別研究数は，2007年 1件，2008年 2件，2009年 3件，
2010年 2件，2011年 2件，2012年 2件，2013年 2件，
2014年 3件，2015年 2件，2016年 4件，2017年 4件，
2018年 3件，2019年 6件，2020年 3件であった．2019
年が最も多くなっており，次いで 2016年，2017年が多
くなっていた．
　2014年以降，健康診断・健康相談に関する研究がみ
られるようになった．保健指導・保健学習に関する研究
も 2015年以降多くみられている．
　以下，特別支援学校養護教諭の特徴と課題に焦点をあ
て，養護教諭の職務別に研究内容を精読し，明らかにさ
れていることを整理した結果の詳細を示す．
　1）学校保健情報の把握に関することの研究 4件
　学校保健情報の把握に関することの研究のうち 3件が
肢体不自由部門，1件が知的部門であった．

　荒原，田代（2009）は，肢体不自由部門の健康管理に
ついての質問紙調査を行った．その結果，144校中 139
校学校が，独自の健康調査票を用いて児童生徒の健康状
態の把握を行っていると報告した．
　鎌田，野田（2012）は，肢体不自由部門の中高等部の
生徒に関して，障がいと生活習慣についての質問紙調査
を行った．その結果，「登校時間が長く，同一姿勢で過
ごすことが多い」ことによる，筋緊張の亢進と脊柱側湾
の進行が懸念されたと明らかになった．
　また，平野，井上，野田（2016）は，肢体不自由部門
の栄養アセスメントについての質問紙調査を行った．身
体測定は定期的に行われているが，健常児と同じ方法で
栄養アセスメントをすることに困難を抱えていると報告
した．
　川崎，中村（2012）は，二分脊椎の児童に対する就学
前後に行うアセスメントについての実践報告をした．そ
の結果，医療的ケアが必要な児童に対し，ケア内容など
を把握しその後のアセスメントに関わる計画を立てるな
ど，就学準備のために養護教諭のアセスメントが重要で
あると示唆された． 
　2） 保健指導・保健学習に関する研究 8件　
　保健指導・保健学習に関する研究のうち性教育に関す

る研究は 5件，肥満指導に関する
研究は 2件，歯磨き指導に関する
研究は 1件であった．
　性教育についての研究は，水内，
山田（2010），秋月，上村，江口，
堤（2015），河野，栗原（2017），
細川ら（2019），伊織（2019）が行っ
ていた．その中で，性教育が実施
困難である理由として，「教材・
資料が少ない」「指導時間の確保
に関する課題」という教育体制の
問題や，「教師が多忙である」「教
員の指導への意識や技術の差」と
いう教員の課題，「障がいの程度
と理解度の幅の広さ」という障が
いによる指導への困難さがあるこ
とが明らかになっていた（表 1）．
　続いて，肥満指導に関する研究
では．鈴木（2017）と岩松，三浦
（2017）が実践報告をした．その
結果，学校関係者と医療関係者の
連携や，児童だけでなく，保護者
に対する支援を行うことで，肥満
改善がみられたと報告した．
　また，池川，菊池（2018）は，
知的障がい・発達障がいのある高
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等部の生徒に対する効果的な歯みがき指導に関する調査
を行った．養護教諭は，生徒の自己肯定感を育む関わり
をして，歯みがき行為を快く・自主的に行えるような指
導を心掛けていたことを報告していた．
　3）健康相談活動に関する研究 2件
　長谷高（2011）は，知的障がい・発達障がいのある特
別支援学校特有の教育相談の実態や独自性に関する実践
報告を行った．相談内容は心理的内容が多く，高等部の
生徒からの相談が多かった．また，保護者からの相談対
応も行っていると報告された．
　渕上ら（2019）は，軽度知的障がいのある高等部の生
徒のメンタルヘルスに関する質問紙調査を行った．その
結果，「情緒不安定」「不登校・登校しぶり」「心気的訴え」
の生徒の割合が多いことなどが明らかになり，生徒や保
護者の心理的な相談・支援先は担任に次いで養護教諭が
多く，担任や養護教諭の負担が大きいことが示唆された．
　4）健康診断・健康相談に関する研究 6件
　健康診断・健康相談に関する研究のうち，視力検査に
関するものが 2件，歯科検診に関するものが１件，学校

医検診に関するものが 1件，事前指導に関するものが 1
件，全般に関するものが 1件であった．健康診断・健康
相談に関する研究において，養護教諭の行っている取り
組みを表 2に示した． 
　視力検査に関する研究では，林，星川（2016）は，香
川県特別支援学校の視力検査の現状について調査した．
その結果，発達年齢に合わせた検査法の選択，恐怖心の
軽減，担任と協力した事前指導，検査に集中できる環境
づくりなどの配慮が行われていた．また，林，星川（2018）
は，香川県内の特別支援学校の視力検査の現状を調査し
た後，視力検査マニュアル使用前後の視力評価法の変化
と効果についてアンケート調査を行った．その結果，マ
ニュアルの導入により，「今まで学校独自の方法であっ
たが，誰もが安心して検査に取り込める」ようになり，
適切な検査方法のマニュアルの提供や指導を行うことで
特別支援学校での視機能検査が可能になると報告され
た．
　一方，藤井，池永，津島（2014）は，歯科検診時にお
いて，教職員や学校歯科医と連携しており，児童生徒等

に合わせたさまざまなアプローチ手法を
行っていることが明らかになった． 
　藤井，矢野，橋口，高木（2019）は，A
特別支援学校の実践場面をとおして，健康
診断の現状について調査した．その結果，
具体的な検査方法の工夫や環境の配慮，児
童生徒への個別対応を行っている現状が
明らかになった．また，担任教諭や外部
との連絡調整を行い児童生徒等への有効
な配慮をしていた． 
　藤沼，野田（2020a）は知的障がい特別
支援学校小学部では，器具を使用する心電
図検査，耳鼻科検診，歯科検診は難易度が
高いため「模擬練習」などで「雰囲気を
体験させる」などの工夫をしていること
が報告された．加えて，藤沼，野田（2020b）
は，知的障がい特別支援学校における定
期健康診断の事前指導の現状について調
査を行った．その結果，聴力検査・視力
検査の困難度が高く，身長測定・体重測定・
内科健診・眼科健診の困難度は低かった．
その理由は恐怖心や知的な理解を要する
ためであった． 
　5）保健室の運営に関する研究１件．
　石井，三神山，杉田（2014）は，附属
特別支援学校の保健室へ参加観察研究を
行った．その結果，来室理由はけが・体
調不良・慢性疾患の管理であった．また，
養護教諭と担任は児童生徒に対する情報
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表 1 性教育についての保健指導・保健学習に関する研究から抽出した課題 

保健指導・保健学習への課題 対象の文献 

教育体制の課題 教材・資料が少ない 水内，山田（2010），

河野，栗原（2017），

伊藤（2019） 

指導時間の確保に関する課題 水内，山田（2010），

秋月，上村，江口，堤

（2015），  

教員の課題 教師が多忙である 水内，山田（2010） 

教員の指導への意識や技術の差 水内，山田（2010），

秋月，上村，江口，堤

（2015），河野，栗原

（2017），伊藤（2019）

障がいによる困難 障がいの程度と理解度の幅の広さ 水内，山田（2010），

秋月，上村，江口，堤

（2015），河野，栗原

（2017），伊藤（2019）

 

表 2 健康診断・健康相談に関する研究から抽出した取り組み 

取り組み 対象の文献 

環境づくり 林，星川（2016），野田，藤沼（2020） 

恐怖心の軽減 林，星川（2016），野田，藤沼（2020），

藤井，矢野，橋口，高木（2019） 

児童生徒に合わせた検査方法 藤井，矢野，橋口，高木（2019） 

担任や学校医との連携 藤井，矢野，橋口，高木（2019） 

事前練習 林，星川（2016），藤井，矢野，橋口，

高木（2019） 野田，藤沼（2020） 
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表 2 健康診断・健康相談に関する研究から抽出した取り組み 

 献文の象対 み組り取

）6102（川星，林 りくづ境環 ，野田，藤沼（2020a） 

）6102（川星，林 減軽の心怖恐 ，野田，藤沼（2020a），

藤井，矢野，橋口，高木（2019） 

児童生徒に合わせた検査方法 藤井，矢野，橋口，高木（2019） 
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）6102（川星，林 習練前事 ，藤井，矢野，橋口，

高木（2019） 野田，藤沼（2020a） 
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共有を密に行われていたと報告した．
　6）その他 18件
　その他の研究の内訳は，医療的ケアに関する研究 10
件，連携・コーディネーター役割に関する研究 4件，家
族支援に関する研究 2件，児童生徒への支援に関する研
究 1件，視覚特別支援学校の養護教諭に関する研究 1件
であった．
　遠藤，及川（2007）は，医療的ケア児の実態と養護教
諭の関わりおよび課題について質問紙調査を行った．そ
の結果，養護教諭は，健康管理，医療的ケアの実施，保
管・管理，看護師の補助，医療的ケアに関する研修受講
を行っていたと明らかにした．
　平野，石黒，筒井，太田（2008）は，九州・沖縄の肢
体不自由部門の医療的ケアの現状と課題について質問紙
調査を行った．その結果，約 8割の養護教諭が看護師免
許を保持しているが，実際に医療的ケアに携わっている
結果は 1例もないことが明らかになった．
　石黒，岡田（2013）は，医療的ケアに関する養護教諭
の意識調査を行った．その結果，養護教諭は，学外への
医療機関や学校医とのコーディネーションを担っている
ため，担任教諭からは医療的ケア実施主体者としての役
割は求められていない可能性が示唆された．また，斉藤，
安井（2018）は，肢体不自由部門における医療的ケアの
捉え方について，教師・養護教諭・看護師のそれぞれに
インタビュー調査を行った．三者とも「児童の教育の機
会を守る」という共通の目標をもっていることが明らか
になった．
　次に，養護教諭が実施する医療的ケア技術に関する研
究では，小河，山田，津島（2015）が医療的ケア技術に
ついて，養護教諭の技術習得ニーズに関して調査した．
その結果，養護教諭の技術習得ニーズは，「感染予防」「安
全管理」医療的ケア技術の「トラブルと対応」の項目が
高かった． 
　市之瀬ら（2017）は，医療的ケアに関する養護教諭の
役割と看護大学系からの支援の実態について調査した．
その結果，医療的ケアを実施している養護教諭は 13.3％
であり，口腔・鼻腔内吸引と経管栄養の実施をしていた
者が最も多かった． 
　医療的ケアに関する学校看護師との連携についての研
究では，郷間，池田，永井，武藤，牛尾（2009）が，肢
体部門における養護教諭と看護師の役割に関する質問紙
調査を行った．その結果，医療的ケアを含んだ学校の職
務に関して，看護師は医療的ケアに関する包括的な役割
を行い，養護教諭は学校保健全体のコーディネーターを
担うことが，それぞれの専門性を発揮できると示唆して
いた．市江，立松（2013）は，教員・養護教諭・看護師
の医療的ケア実施の実態について調査した．その結果，
「健康状態の把握」「保護者・教職員からの相談や助言」

などの経験が多かった．また，高野（2016）は，医療的
ケアに関する養護教諭と看護師の実態と連携について調
査した．その結果，養護教諭と看護師の待機場所が同室
の場合は情報共有などが密に行われていた．しかし，両
者が別室の場合は連携に困難を感じていることが報告さ
れた．さらに，菅野，西方，丸山，内（2019）は，医療
的ケア児に携わる，養護教諭と看護師の連携・協働が困
難になる要因と，養護教諭の看護師への配慮についてイ
ンタビュー調査をした．その結果，看護師は特別支援学
校での役割を十分に把握していないことや，養護教諭は
看護師と情報共有がしにくいことなどが原因で，養護教
諭と看護師の連携・協働が困難であることが報告された． 
　連携・コーディネーション役割についての研究では，
岡本，津島（2011）は，養護教諭のコーディネーション
役割の必要性と研修で身につけたい能力の意識調査を
行った．9割以上の養護教諭が，養護教諭のコーディネー
ション役割が重要だと示した．また，養護教諭のコーディ
ネーション能力育成の研修内容に対するニーズは，緊急
時の危機管理方法，障がいのある児童生徒等の成長・発
達の理解などが 8割以上であり，研修プログラム内容へ
の重要性の認識があることが報告された．河野（2016）
は附属特別支援学校知的障がい部門における養護教諭の
連携について実践報告を行った．その結果，校内での連
携の他に，大学や他機関との連携を行っていた．近藤，
津島（2014）は特別支援学校の多職種配置と養護教諭の
役割について調査した．特別支援学校では，理学療法士
や作業療法士などの専門職の配置は進んでおらず，多く
の養護教諭がコーディネーターとしての役割が大切だと
捉えていることを報告していた．
　さらに，具体的な場面での連携に関する研究があった．
中村（2010）は，重症心身障がい生徒のプール授業での
コーディネーション過程の分析を実践報告した．重度の
障がいや疾病がある場合はとくに，教育と医療の両面を
理解している養護教諭がチームコーディネーターとなる
ことにより効果的なチームアプローチができることが報
告された．
　家族支援に関する研究では，中下，佐藤，大野（2008）
が，知的特別支援学校の養護教諭 14人にインタビュー
調査を行った．その結果，養護教諭は，親・担任から情
報収集を行い，家族成員の健康状態や家族関係の変化も
アセスメントし，家族と家族成員の健康 管理力，家族
の関係性と問題対処力，社会資源の活用力等を高めてい
た．加えて，中下，佐藤，大野（2009）は，特別支援学
校 Aでの養護教諭が行った家族支援方法の特徴につい
て実証的な研究を行った．その結果，家族支援の目的は，
｢家族が行う子の健康管理に対する支援｣「子の学校生活
に対する家族への支援」などがあり，そのために「把握
する」「情報提供する」「つなげる」などの支援行為を行
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うことが明らかになった．
　丹所（2019）は，視覚特別支援学校の養護教諭に求め
られる役割と資質能力についてインタビュー調査を行っ
た．その結果，視覚生理・病理・心理に関する知識技能と，
視覚障がい者や盲学校特有の文化・コミュニケーション
のあり方等への理解と配慮が必要であると報告された．
　川崎，升岡，柊中（2020）は，特別支援学校養護教諭
が認知する児童生徒の支援内容と方法および課題につい
て質的記述的研究を行った．その結果，個別性を理解し，
社会での生活につながるような支援をしていた．その中
で，「特別支援学校の養護教諭として何をすればいいか
わからない不安を抱える」などの不安も明らかにされた．

Ⅵ．考　察
1．�特別支援学校養護教諭の職務における特徴と課題に

関する研究の動向について
　研究方法別の分類では，質問紙調査が 21件と最も多
く，インタビュー調査は 7件と少なかった．質問紙調査
は設定された質問項目であり，特別支援学校養護教諭の
具体的な思いや考えなどについて，さらに研究を進める
必要があると考える．
　養護教諭の職務は，①学校保健情報の把握に関するこ
と，②保健指導・保健学習に関すること，③救急処置お
よび救急体制に関すること，④健康相談活動に関するこ
と，⑤健康診断・健康相談に関すること，⑥学校環境衛
生に関すること，⑦学校保健に関する各種計画・活動お
よびそれらの運営への参画等に関すること，⑧伝染病の
予防に関すること，⑨保健室の運営に関することの 9つ
ある．養護教諭の職務別に研究内容を整理した結果，特
別支援学校養護教諭の職務のうち，救急処置および救急
体制に関すること，学校環境衛生に関すること，学校保
健に関する各種計画・活動およびそれらの運営への参画
等に関すること，伝染病の予防に関することの研究はさ
れていなかった．また，養護教諭の職務に含まれない医
療的ケアに関する研究などが 18件あり，特別支援学校
養護教諭の職務として位置づけられていないものの，実
際に行われている職務があることを示唆された．このこ
とから，特別支援学校養護教諭には特有の職務があると
考えられた． 
　また，川崎ら（2020）は，特別支援学校では児童生徒
の年齢を基準とした発達段階の考え方や，問診を中心と
した健康観察と保健指導の技術が特別支援学校では通用
しないなどと報告していた．つまり，一般校の経験に加
えて，特別支援学校特有の考え方や支援技術が必要と考
えられる．しかし，特別支援学校と一般校の違いに焦点
を当てた研究は少なく，特別支援学校養護教諭の特有の

職務については十分に明らかにされていない現状にあ
る． 
　特別支援学校養護教諭の特徴と課題に焦点を当て，養
護教諭の職務別に研究内容を整理した結果，健康診断・
健康相談に関する研究は 6件と 2番目に多かった．健康
診断・健康相談に関して，養護教諭はさまざまな工夫や
配慮を行っていた．恐怖心の軽減や環境づくり，児童生
徒等に合わせた検査法を行っていることは，児童生徒の
障がい特性に対する配慮であり，特別支援学校における
特徴的な取り組みであると考える．
　職務別の分類の結果，保健指導・保健学習に関する職
務の研究は 8件と最も多かった．その中でも，知的障が
いのある児童生徒についての研究が多数を占めていた．
知的障がいを主体とする特別支援学校の多くの児童生徒
は，発達障がいや身体的疾患等が重複しているケースが
多く児童生徒の特性が多岐にわたり，また精神発達段階
が個々によって異なるため理解力にも個人差が大きいと
いわれている（河野，栗原，2017）．その障がい特性が
あるため，知的障がいのある児童生徒への保健指導・保
健学習に関する困難度が高く，研究も多くされていると
考える．保健指導・保健学習を行う際には，一人ひとり
の発達課題や障がいの特性に合わせた指導法が必要であ
ると考えられる．また，知的障がいのある児童生徒は，
話の内容を理解したり，自分の気持ちや考えを表現する
ことが難しく，コミュニケーションが上手くとれないと
いう特徴がある（秋月ら，2015）．このことから，知的
障がいのある児童生徒に対して保健指導・保健学習をす
ることは，理解力の乏しさや児童生徒の理解力の個人差
が大きいことが困難度が高い要因と考えられる．このよ
うに，特別支援学校養護教諭は児童生徒の障がいの特性
による個人差が大きいことにより，とくに保健指導・保
健学習を行ううえでの困難度は高いという特徴があるこ
とが明らかとなった．さらに，児童生徒に応じた指導方
法は確立しておらず，児童生徒の特性に応じた保健指導・
保健学習の指導法や教材開発の確立が必要であると考え
る．また，児童生徒に応じた保健指導・保健学習をする
ために，児童生徒の担任教諭と養護教諭が連携した保健
指導・保健学習をすることに課題があると考える．
　さらに，性教育に関する研究は 5件であった．養護教
諭は性に関して，「性に関する被害者や加害者にならな
いように，知識や態度，能力を身につけさせたい」など
の理由から指導の必要性を感じている（秋月ら，2015；
水内ら，2010）．飯沼，岡田（2007）は，特別支援学校
の性教育について「児童・生徒の障害の状態や程度，発
達段階に応じて，障害を克服し，共に生きる社会の一員
としての自覚を高め，社会的自立を促すようにすること
が基本的な視点である」と述べている．児童生徒の将来
を見通し，社会的な自立のためにも性教育をはじめとす
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る保健指導．保健学習をする必要があると考える．しか
し，教材が少ないことや障がいの個人差があること，性
に関する指導の系統性がないことなどによって指導する
ことに困難が生じている（秋月ら，2015；伊織，2019；
河野，栗原，2017；水内，山田，2010）．そのため，特
別支援学校での保健指導・保健学習における研究に課題
があると考えられ，具体的には，児童生徒の発達段階や
障がい特性に応じて個別の対応ができるような教材開発
や指導法の確立について課題があることが考えられた．
　また，肥満指導に関する実践報告（岩松，三浦，
2017；鈴木，2017）では，担任教諭と養護教諭，栄養教
諭，医療機関が連携して，対象児童生徒とその保護者に
対して肥満指導を行うことで体重や体脂肪率の減少がみ
られたと報告していた．岩松，三浦（2017）は，より効
果的な肥満改善のための指導プログラムの開発や校内支
援チーム構築のシステムづくりなどが課題であると述べ
ており，保健指導のチーム支援による，より効果的な指
導のあり方への課題があると考えられた．
　以上より，特別支援学校養護教諭は，児童生徒の障が
いの特性による個人差が大きいことにより，保健指導・
保健学習に関する職務の困難度が高いという特徴が見い
だされた．さらに，支援を行うことへの困難度が高い知
的障がいのある児童生徒への保健指導・保健学習の指導
法や教材開発の必要性が明らかとなった． 
2．特別支援学校養護教諭に求められる専門性への課題
　養護教諭の免許状は，専修，一種，二種と 3種類ある
が，校種による免許の区別がない．対象の研究を特別支
援学校養護教諭としたが，一般校の養護教諭と比較した
研究はなかった．養護教諭の免許状をもつことは，小学
校や中学校，高等学校，特別支援学校など，どの校種に
も働く可能性があるということにもかかわらず，養護教
諭の養成段階では特別支援学校での勤務を想定した教育
は受けていない（富田，2011）．一般校とは異なる，特
別支援学校特有の方法や技術を知ることは，どの校種に
も対応できる養護教諭になる一助になると考える．その
ため，一般校の養護教諭と特別支援学校の養護教諭を比
較する必要があると考える．
　今回職務内容別に研究を分類したところ，さまざまな
課題が発見された．まず，職務に分類されない研究が多
いことから，特別支援学校養護教諭には特有の職務があ
ると考えられた．また，知的障がいのある児童生徒に対
する保健指導・保健学習を行うことの困難度が高いと明
らかにされていた．しかし，知的障がいのある児童生徒
に対して，どのような指導を行い，困難やその困難への
対処をしているかに関する研究は少なく，さらなる課題
があると考える．
　以上のことから，養護教諭の職務において特別支援学
校と一般校の違いに焦点を当てた研究は少なく，特別支

援学校養護教諭の特有の職務の内容を明らかにする必要
性が示唆された．さらに，支援を行うことへの困難度が
高い知的障がいのある児童生徒に対する保健指導・保健
学習における特別支援学校養護教諭の専門性について具
体的な内容を明らかにする必要がある．

Ⅶ．結　論
　本研究では，特別支援学校養護教諭の職務における特
徴と課題を明らかにし，特別支援学校養護教諭の専門性
についての示唆を得ることを目的に文献検討を行った． 
1． 養護教諭の 9つの職務のうち，学校保健情報の把握
に関すること，保健指導・保健学習に関すること，
健康相談活動に関すること，健康診断・健康相談に
関すること，保健室の運営に関することについての
研究はされていたが，救急処置および救急体制に関
すること，学校環境衛生に関すること，学校保健に
関する各種計画・活動およびそれらの運営への参画
等に関すること，伝染病の予防に関することの研究
はされていなかった．

2． 特別支援学校養護教諭は，対象が障がいの特性によ
る個人差が大きいことにより，保健指導・保健学習
に関する職務の困難度が高いという特徴が見いださ
れた．

3． 支援を行うことへの困難度が高い知的障がいのある
児童生徒への保健指導・保健学習の指導法や教材開
発の必要性が明らかとなり，研究課題として取り組
む必要性が示唆された． 
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